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1 猫の重症熱性血小板減少症候群の病理発生機序の解明
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研究概要

動物は、人と同じく様々な疾患を患います。いくつかの病気では、病気のメカニズムが解明されて、
治療法も確立されています。その一方で、重症熱性血小板減少症候群のように、多くの感染症等で
は、病気のメカニズムが未だによくわかっていません。私は顕微鏡を用いて様々な疾患の解析を行
っています。動物の病気になる原因がわかれば、動物の治療や予防に役立ちます。さらに、人の医
療にも応用が可能となることもあります。私の研究が将来の動物や人の病気の治療等につながれ
ることを期待し、日々研究に取り組んでいます。

１ 猫の重症熱性血小板減少症候群の病理発生機序の解明
近年では重症熱性血小板減少症候群（SFTS）の解析に力を入れています。この病気は人と動物
両方が感染するウイルス性の病気で、致死率も高いです。猫は、半数以上が死亡するとされており
ますが、体内でどういった変化がおこり死亡するのかがまだ、よくわかっていません。動物が死亡す
るメカニズムが解明できれば、ワクチンの開発や治療法の開発につながると期待できます。そして
、それは人の医療にも応用も見込まれます。最近はSFTSの原因となるウイルスを運ぶダニにも着
目して標本作成し観察しています。
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